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新 しい 合 成 ペ ユ シ リ ンPivmecillinamは,生 体 内 で

脱 エス テル化 され てMecillinannと して 強 い 抗菌 作 用 を

示す が,グ ラム陰 性 菌 に鋭 く,ABPCよ りも 優 れ た 特

徴を み とめ ると い われ る1)2)。

そ こで,産 婦 人 科 領 域 に お け るそ の臨 床 応用 を 中心

に,本 剤 の検 討 を行 な った の で 報 告 す る。

1.　抗 菌 作 用

最 近 臨床 分 離 した108株 のMeci11inam感 受性 分 布 を

日本 化学 療 法 学 会 標 準 法 に 準 じたAgar plate dilution 

method(Nutrient-agar, 108cells/ml)に よ り測 定 した と

ころ,Table 1,Fig. 1の 成 績 を え た 。

Strept.pyogenes の MIC は6.25μg/ml以 下 で あ る

が,Staph.aureusは 高 いMIC値 を 示 した。

Klebsiella sp.は>100μg/mlが 多 か ったが,E.coli

は≦0.2か ら>100μg/mlに わ た り 広 く均 等 に 分 布 し

た。Proteus sp. indole(-)株 はMICの や や低 値 の

もの も あ る が,indole(+)株 お よ びPseudomonas

aeruginosa は耐 性 株 だ った 。

この うち,臨 床 分 離E.coliの 感受 性 相 関 を み る と,

ABPCに 比 べMecillinamに 良 好 なMICを 示 す 菌 株

が 明 らか に 多 くみ られ た 。

II.　吸 収･排 泄

Pivmecillinamの ヒ ト体内濃度を,E.coli NIHJを 被

検菌とする薄層カップ法により測定 した｡な お母体血清

および膀帯血清は血清希釈標準曲線から,尿,羊 水およ

Fig. 1 Cross-sensitivity of Mecillinam and ABPC 

E.coil 50 strains

Table 1  Susceptibility of various isolated strains to Mecillinam 

Inoculum size 108 cells/ml
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び乳汁中濃度はpH7.0 1/15Mリ ン酸緩衝液希釈標準

曲線から濃度を算出 し,Table2～4の 成績を得た。

a) 妊 娠末期における体内濃度

妊娠9,10ヵ 月で妊娠中毒症を伴い,Ccr:32～47の

3例 にPivmecillinam 100 mg 1回 経 口投与 した。血中

濃度のpeak出 現 は2例 が2時 間値でやや遅れ,peak

levelは0.92～1.24μg/m1で あるが,6時 間後も0.12～

0.22μg/mlで あ った。

尿中排泄は時間分画尿の回収 率が遅延する傾向を示

し,また,6時 間 までの尿中排泄は25.7～33.2%で ある。

b) 胎 児 側 移 行

経膣分娩:8例,帝 切分娩:2例 に対し,Pivmecilli-

nam 100 mg 1回 経口投与 し,そ の膀帯血･羊 水濃度を

追求 した。投与1時 間以降に謄帯血中濃度をみとめるよ

うになり,母 体血の1/4～1/3程度 である｡羊 水内濃度は投

与2時 聞以降検出された。

c) 乳 汁 内 移 行

正常褥婦にPivmecillinam 100 mg 1回 投 与:4例 の

乳汁内移行を観察 した。

1,3時 間値ともに全例検出されなかった。

Table 2 Blood levels and urinary excretion after a 100mg oral dose of Pivmecillinam 

in pregnant women

Table 3 Faetal levels of Mecillinam after a 100mg oral dose of 

Pivmecillinam

Table 4 Milk levels of Mecillinam after oral administration of Pivmecillinam
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Table 5 Clinical effects of Pivmecillinam

Fig. 2 Case 1 f 56y. Uterine neck tumor (III), Vesicovaginal fistula, Chronic 

pyelocystitis

Fig. 3 Case 2 f 74y. Uterine neck tumor (IV) Vesicovaginal-rectum fistula 
Chronic pyelocystitis
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III.　臨 床 成 績

昭和51年1月 から昭和51年7月 に本院を訪れた尿路感

染5例 ならびに産褥子宮内感染1例 の計6例 に,Pivme-

cillinam 400mg/day 5～12日 間 投与 して,そ の治療効

果ならびに副作用を検討 した。

子宮頸癌3期･膀 胱腫瘍を伴う慢性腎盂膀胱炎で 且

coli(MIC1.56μg/ml)に6日 間投与 し有効 だ った

(Fig.2)｡し か し,子 宮頸癌末期の慢性腎盂膀胱炎例に

は,細 菌尿の消失に失敗 し,か えって菌交代 を来 した

(Fig.3)｡妊 娠9ヵ 月の腎盂腎炎には本剤5日 間投与で

下熱な らびにE.coliの 消 退を みた。Klebsiella sp.

(MIC:3.12μ9/ml)に よる産褥膀胱炎,E.coli(MIC:

6.25μg/ml)に よる術後膀 胱炎 にもPivmecillinam 5

日間投与で奏効 した。

前期破水で子宮内感染を呈 した婦人に本剤400mgず

つ5日 間投与 し,一 旦下熱 したが,投 与 中止3日 後に

38.8℃ 発熱 した(Fig.4)｡副 作用 と して は特記すべき

臨床症状は何ら経験 しなかった｡た だ,本 剤投与時,随

伴現象として1例 のみに尿中の菌交代をきたした｡

IV.　む す び

Pivmedllinam　 の抗菌作用 ・体内移行ならびに臨床成

績を検討 したところ,以 下の所見をえた。

1.　臨床分離108株 のMecillinam感 受 性分布を測定

し,E.coliに 対 しABPCよ りも優 れたMICを み と

めた。

2.　妊娠末期の妊娠中毒症婦人の血中濃度は,正 常人

よりも遅延傾向を示し,ま た,尿 中回収率 も低下する。

本剤の胎児側移行は,母血 の1/3～1/4の膀 帯血濃度 を呈

し,2時 間以降に羊水にも出現する｡な お,乳 汁中への

移行は認めなかった｡

3.　産婦人科感染症:6例 に本剤400mg5～12日 間

経口投与し,尿 路感染に優れた治療効果をえた。
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Fig.4 Case 6 f 32y. Puerperal intra-uterine infection, anemia
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In vitro antibacterial activities of mecillinam against 108 clinical isolates, and absorption, distribution 

and excretion as well as therapeutic effects of pivmecillinam in pregnant women were studied to give the 

following results:

1. Mecillinam showed more potent activities than ampicillin against E.coil

2. Patients in late period of pregnancy suffered from gestational toxicosis showed slower increase and 

elimination of blood mecillinam level and lower urinary recovery than nomal women. Mecillinam level in 

umbilical-cord blood was 1/3•`1/4 times as high as that in maternal blood. From 2 hours after administration, 

mecillinam was detected in amniotic fluid. Mecillinam was not detected in milk.

3. Six patients were treated with pivmecillinam in oral doses of 400 mg per day for 5•`12 days. The 

antibiotic showed good therapeutic effect in urinary-tract infections. No side effects were observed.


